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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
論文は、第２次大戦直後から 1960 年代初めまでの時期を対象にして、本田技研工業（以下、本田）
の二輪車大量生産の形成過程を分析している。日本自動車工業の競争力を生み出した要因として競争
の激しさを位置づけ、それゆえこの競争の激しさと同義である多様な企業の誕生と存続について論究
しようとの問題意識が背後にある。しかも、1950 年代と二輪車の重要性を踏まえて、四輪車生産に
入る前の本田を分析した。 
 論文は、６章から構成されている。序章では、論文の問題意識と課題設定を行った。第１章では、
第２次大戦後の日本の自動車工業における競争の激しさの原因について研究史を整理し、残された課
題を確認して論文の意義を示した。第２章では、戦後日本二輪車工業における競争環境を、本田の４
ライバル企業の経営動向を取り上げて分析した。第３章では、本田が車体生産技術（プレス技術・溶
接技術）を内部化することでサプライヤー・システムの形成が可能となったことを明らかにした。第
４章では、労使対立、３労働組合の対立と統一、協調的労使関係の形成を明らかにした。終章では、
論文が明らかにした内容の意義と残された課題を述べた。 
 論文の評価としては、３点指摘できる。第１に、本田を取り上げ、しかも四輪車ではなく、二輪車
を取り上げることで、日本的生産システム形成の理解を豊富化した。第２に、企業内の動きと企業間
の動きとの連動を論じており、ユニークな理解を示した。第３に、本田を含む各企業の資料と専門雑
誌に丹念にあたり、聞き取りによる補充も行っており、内容に説得力がある。 
 他方で、課題も指摘できる。論文ではほぼ前提とされている本田のエンジン生産技術に関する評価
や 1964 年以降の四輪車進出との関連性について、もう少し言及して欲しかった。第４章で扱った協
調的労使関係の形成が生産システムの中で具体的にどのように機能したかについても議論を進めれ
ば、全体の論述がより明晰になったであろう。こうした課題を考慮しても、論文は基本論点に絞り込
んだ着実な研究となっている。技術史的にはＤ・ハウンシェルの研究も踏まえて、より大きな枠組み
の中でとらえようとしている。総じて、論文は、日本的生産システム研究において、トヨタ自動車工
業を対象とする研究が多い中で、その多様な発展形態の１つとして本田の二輪車製造を取り上げてお
り、日本的生産システムの形成過程に関する理解を豊富化するうえで、本論文の貢献は大きい。 
 以上により、論文審査委員会は、全員一致して、本論文を博士（商学）の学位の授与に値するもの
と判断した。 
